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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，新人看護師のためのコミュニケーション技術を実践

的に向上させる教育方略として，双方向学習教材 PF-NOTE を活用した研修を展開し，その成果

を明らかにすることである．調査時期は 2011 年 10 月である．調査対象者は新人看護師 130 名

である．研修終了後に自己記入式の調査票を配布した．研修における効果的な点は自由記述を求

め，質的に分析した．  

 119 名を分析対象とした．研修の成果として，4 つのコアカテゴリが抽出された．新人看護師

は，【PF-NOTE によるコミュニケーションの客観的評価】や，【実際の演示・他者との知識の

共有による気づき】により，【自己のコミュニケーションを振り返る機会】につながり，【様々

な看護場面におけるコミュニケーションの方法の発見】をしていた． 

  これらから，研修は新人看護師にとって様々な看護場面に必要なコミュニケーション技術の

方法を学ぶ機会になっており，有効な教授方法であることが示唆された． 

 

研究成果の概要（英文）：In this study, we evaluated the usefulness of the PF-NOTE interactive learning 

material in performing a nurse training session. The study was conducted at a training session for 130 

new nurses in late October 2011, where the PF-NOTE was used as an educational tool for the development 

of nursing communication skills. A self-administered questionnaire sheet was distributed to the new nurses 

after the training session, and their responses, including free-written descriptions regarding the benefits of 

such training, were qualitatively analyzed. 

 From the responses of 119 new nurses, 4 core categories of benefits were identified. Using the 

PF-NOTE, the new nurses had "an opportunity to reflect upon self-communication" through the "objective 

rating of communication by PF-NOTE." They reported that the device enabled "sharing of knowledge by 

actual communication and interaction with other nurses." The training session was considered an 

opportunity for "discovery of the methods of communication in various nursing settings requiring 

communication skills in nursing practice." 

 These findings suggested that training with the PF-NOTE is an effective educational approach, 

providing new nurses with an opportunity to learn communication skills appropriate for various nursing 

settings. 
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１．研究開始当初の背景 

 看護師が効果的な看護を実践する上で、

患者との人間関係を形成するためのコミュニ

ケーション技術は欠かせない。複雑な臨床場

面において、患者と如何に人間関係を形成さ

せていくか、看護師には効果的なコミュニケ

ーション技術の習得が求められている。この

ように看護実践力として、患者との人間関係

の成立のためのコミュニケーション技術の能

力を育成していくことは重要な課題である。

そのため、効果的なコミュニケーション技術

の習得のための実践的な教育方法の開発は急

務である。 

しかしながら現実的には、看護教育におい

ては講義と演習および臨地実習はうまく連関

せず、実践的で体系的な教育方法は確立して

いるとは言えない。看護基礎教育では臨地実

習の場面で実際に役に立つコミュニケーショ

ン技術を習得することが必要である。 

新人看護師の継続教育においては、より多

様な状況にある患者に対するコミュニケーシ

ョン技術を育成していくことを視野に入れな

ければならない。実際海外では、がん患者、高

齢者、集中治療患者、障害をもつ人々とのコ

ミュニケーション技術教育の必要性 

 

が指摘されている。このようにコミュニケー

ション技術の実践プログラムの開発が必要で

ある。 

 

２．研究の目的 

本研究は、看護実践としての新人看護師の

ためのコミュニケーション技術実践プログラ

ムを開発し、その有用性を検証することであ

る。 

(1)看護基礎教育における臨地実習に活用でき

るコミュニケーション技術を向上させる教育

プログラムを作成し、それらを評価する。 

(2)継続教育における患者とのコミュニケーシ

ョン技術を育成する教育プログラムを開発

し、それらを評価する。 

 

３．研究の方法 

(1) 調査時期は 2010 年 6 月であり、看護学

士課程 1 年生 83 名を対象に授業終了後に自

己記入式の調査票を配布した。また効果的な

点は自由記述を求め、質的に分析した。 

(2) 調査時期は 2011 年 10 月である。調査対

象者は新人看護師 130 名であり、研修終了後

に自己記入式の調査票を配布した。研修にお

ける効果的な点は自由記述を求め、質的に分

析した。  

 



４．研究成果 

(1) 78 名から回答が得られ分析した。学習目標

の到達度では、看護師のよいコミュニケーシ

ョンのあり方を考える 66.7%、ビデオでよい

点を指摘する 65.4%等がよくできたとしてい

た。入院時コミュニケーションの体験での気

づきでは、患者が安心できるようなコミュニ

ケーションをとる必要性 82.1%、看護師の姿

勢・表情・視線が患者に与える影響 79.5%等が

よくできたとしていた。学習効果では，PF-

NOTE で検査時の好ましいコミュニケーショ

ンを観た 76.9％、前で演示した学生のコミュ

ニケーションを観た 74.4％等がとても効果的

としていた。講義内容は将来に役立つ 84.6%、

講義から新しい知識を得た 69.2%、PF-NOTE

を用いた演習は興味が持てた 64.1%等で「と

てもできた」としていた。 

授業の学習成果として、4 つのコアカテゴ

リが抽出された。学生は、【PF-NOTE を活用

したコミュニケーションの客観的評価】や、

【患者・看護師体験からのコミュニケーショ

ンの気づき】により、【自己のコミュニケーシ

ョン傾向と改善点を把握】することにつなが

り、【看護におけるコミュニケーション技法

の重要性】を学ぶ機会となっていた。 

  これらから、今回開発した授業プログラム

は看護学生にとって看護に必要なコミュニケ

ーション技術の重要性に気づく機会になって

おり、有効な教授方法であった。 

 

(2)新人看護師 119 名を分析対象とした。研修

目標の到達度では、看護師に必要なコミュニ

ケーション技術を理解 95.0%、医療チームに

必要なコミュニケーションを理解 91.6%等で

あった。研修の満足ではコミュニケーション

技術の応用の実践 90.8%、コミュニケーショ

ン技術の基礎の実践 90.7%等であった。研修

での効果では、疼痛を有する患者とのコミュ

ニケーション 92.4％、検査の説明のビデオを

観たこと 89.0％等であった。研修全体の評価

では、自己のコミュニケーションを振り返る

97.5%、研修内容を理解する 97.4%、研修は今

後役立つ 93.3%等であった。 

研修の成果として、4 つのコアカテゴリが

抽出された。新人看護師は、【PF-NOTE によ

るコミュニケーションの客観的評価】や、【実

際の演示・他者との知識の共有による気づき】

により、【自己のコミュニケーションを振り

返る機会】につながり、【様々な看護場面にお

けるコミュニケーションの方法の発見】をし

ていた。 

  これらから、開発した研修プログラムは新

人看護師にとって様々な看護場面に必要なコ

ミュニケーション技術の方法を学ぶ機会にな

っており、有効な教授方法であった。  
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